



―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
中沢　敦夫，藤田英実香
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6626〔1118〕年
　ヤロスラフ・スヴャトポルコヴィチ [B32]がヴラジミルから 1）ハンガリー人のもとへ 2）逃げ出
した 3）。かれの貴族たちもかれから去って行った 4）。
1）12 世紀初頭，城市ヴラジミルを含むヴォルィニ地方は，スヴャトポルク大公 [B3] 一族の所領となり，
その子ヤロスラフ [B32] は 1100 年からヴラジミルの公として支配していた。その後，ヤロスラフはノ
ヴゴロドへの領地替えを望むがノヴゴロド側から拒否される。キエフ大公の父スヴャトポルクの死後
（1113 年），かれはキエフの大公位の継承を望むが，大公位はウラジーミル・モノマフ [D1] の手に落ち，
ヤロスラフはそのままヴラジミルの支配公をつとめた。ウラジーミル・モノマフ [D1] は大公位を脅か
すヤロスラフを排除するため，自分の長子ムスチスラフ [D11] の娘とヤロスラフとの政略結婚が成立し
た（1112 年）（[ イパーチイ年代記 (1)：注 46] 参照）ことを契機に，城市ヴラジミルの略取を画策する。
ヤロスラフはモノマフ一族との対決を決意し，1118 年に妻を離縁して戦争を準備した。同年，ウラジ






2）原語は単に угры だが，これは「～へ」を示す前置詞 в の欠落と考えられる。
3）『ラヴレンチイ年代記』6627(1119) 年に並行記事があり，そこでは「ヤロスラヴェツ・スヴャトポルチ
チがヴラジミルからリャヒ（ポーランド人）のもとに逃げた」となっており，ハンガリー行のことは触
れられていない。これは，ヤロスラフ公 [B32] は 1118 年（もしくは 1119 年）に三番目の妻であるム




　　15 世紀後半の歴史家ヤン・ドゥウゴシュの『ポーランドの歴史』(Historiae Polonicae libri xii ) の
1118 年の記事によれば，ヤロスラフは二番目の妻の兄であるポーランド大公ボレスワフ三世（曲唇公）
（大公自身，ヤロスラフの妹であるズブィスラヴァと結婚していた）の庇護を求め，快く受け入れられ
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5）記述の流れや，『ラヴレンチイ年代記』6627(1119) 年の記事に「ヤロスラヴェツ [B32] がポーランド人
（リャヒ）のもとに逃げた。そこでウラジーミル [D1] は息子のロマン [D14] を公としてヴラジミルに派
遣した」[ スズダリ年代記訳注 [I]：18 頁 ] とあることからみて，ロマン公 [D14] は，ヴラジミルを去っ
たヤロスラフ公 [B32] のあとにヴラジミルの公として派遣されて，すでに支配公となっていたと考えら
れる。
6）ユリウス暦で 1119 年 1 月 6 日に相当する。なお死去の日は，ラヴレンチイ年代記の 6627 年の並行記
事では，1 月 15 日に [ スズダリ年代記訳注 [I]： 18 頁 ]，ヤン・ドゥウゴシュの『歴史』では 1 月 14 日
[Щавелева 2004: С. 149, 301] になっている。
7）1119 年 9 月 13 日に相当する。連行直後の死は，当然謀殺が疑われる。
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13）「ベレンデイ人」(берендеи) は，年代記では берендичи, берендии とも表記され，トルク人から分か
れたとされるテュルク系部族。やはりポロヴェツの圧迫を受けて，11 世紀には大草原で遊牧を行って
いた。『原初年代記』には 1097 年の記事にはじめてその名が見える。1116 年の記事にあるように，一
部の住民がモノマフの庇護を受け，傭兵としてつとめていた。おそらくかれらに何らかの違反行為があ
り，これをキエフから追放したと思われる。



















18）フォマ・ラティボリチ (Фома Ратиборич) はキエフの千人長（軍司令官）。1116 年にはヴャチェスラ
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　同じ月に太陽と月にしるしがあった 20）。









　そして，ポーランド人 (ляхи)たちが計略によって，ヴァシリコ [A13]の兄のヴォロダリ [A12]
20）『ラヴレンチイ年代記』では 6630(1122) 年の記事に太陽と月のしるしについて書かれており，それぞ
れ 3 月 10 日と 3 月 24 日という日付が付されている。これは天体現象の計算とも一致する [ スズダリ年
代記訳注 [I]：19 頁 ][ 日食・月食・星食情報データベース ]。『イパーチイ年代記』ではこれが「同じ月」
すなわち 1121 年 4 月に起こったということになるが，おそらく『ラヴレンチイ年代記』と同じ現象を
指しており，日付については編集上の誤認もしくは誤記と考えるべきだろう。
21）ムスチスラフ公 [D11] が 1095 年に結婚した最初の妻でスウェーデン王インゲ一世 (Inge Steinkelsson)
の娘クリスチナのこと。[Russian genealogy]
22）1122 年 1 月 18 日に相当する。
23）コプィレフ区 (Копырев коньць) はキエフの丘の「ヤロスラフ区」の北西に隣接する城区で「ユダヤ門」
(жидовские ворота) で結ばれていた。
24）タティーシチェフによれば，ムスチスラフ・ウラジーミロヴィチの娘のドブロデヤ (Добродея) のこ
と。当時のコムネノス朝の東ローマ皇帝アンドロニコス一世（1118 年～ 1185 年）が四歳のときに政略
結婚で嫁いだという [Татищев Т. II, 1995: С.135 ]。また，カラムジンは，「もう一人の三女〔イリーナ
（ドブロデヤ）〕はビザンチンの皇子に嫁いだという。この皇子は皇帝ヨハネス二世の子アレクシオス〔ア
ンドロニコス・コムネノス〕であろう。ビザンチンの年代記ではこの皇子の妃の名も出身も伝えられて
いない」としている。[Карамзин 1991: С. 281]
25）ビザンチン（おそらくコンスタンチノポリス）渡来のギリシア人。この年 1122 年 10 月 15 日にキエ
フ及び全ルーシの府主教として着任し，1126 年 5 月 19 日（一説では 3 月 9 日）に没するまでその職に
あった。
26）タティーシチェフによれば，1121 年 9 月 9 日に死去したとしている。[Татищев Т. II, 1995: С.135]
27）『ラヴレンチイ年代記』1122 年に並行記事がある。タティーシチェフによれば，これは 1122 年 9 月 9
日にキエフで発生した地震を指している [Татищев Т. II, 1995: С. 135]。
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[A13] と息子のウラジミルコ [A121] が銀貨二万マルクを支払って買い戻す約束をし，ヴォロダリはボ
レスワフ大公と和解して，この年の 7 月 22 日にペレムィシェリに帰還した [Щавелева 2004: С. 149-
150, 301-302] 。おそらくこの際に，兄弟はポーランド側に味方することを約束したものと考えられ，
1123 年の記事に見るように，ふたりはヤロスラフ [B32] の「失地回復戦」のときにはかれの味方にな
っている。
29）ムスチスラフ・ウラジーミロヴィチ (Мстислав Владимирович) はウラジーミル・モノマフ大公 [D1]
の長子ムスチスラフ [D11] のこと。当時，およそ 47 歳だった。その後，1125 年に父モノマフ公の死去
にともない，50 歳でキエフの大公位を継ぐことになる。
30）市長官ドミートリイ・ザヴィドヴィチ (Дмитрий Завидович) は 1118 年に死んでおり [Новгородская 
первая летопись: С. 204]，その娘のリュバーヴァは 1122 年に結婚した当時は孤児であった。
31）ムスチスラフは 1222 年に最初の妻でスウェーデン王インゲ一世の娘クリスチナを失っている
[Новгородская первая летопись: С. 205 (под 6630(1222) г.)] 。すぐに再婚の話がととのい，同じ年




ヴィチの娘リューバヴァを娶った」[Татищев Т. II, 1995: С. 135] とあるが，現存の年代記にはその名
は見えず，タティシチェフが依拠した史料が何であるかも不明である。
　　ムスチスラフ [D11] は 1095 年から息子フセヴォロド [D111] にノヴゴロドの公位を譲る 1117 年ま
で，ノヴゴロド公として長年統治しており，この城市とのつながりは深かった。自分の再婚相手に市長
官の娘を選んだのは，ノヴゴロドとの関係を維持するためと考えられる。
32）ダヴィド [C3] の死については『ラヴレンチイ年代記』に並行記事があるが，ヤロスラフ [C5] の就位
については記されていない。
33）『ラヴレンチイ年代記』にはセリヴェストルの逝去が 1123 年 4 月 12 日，フェオクティストの逝去が
8 月 6 日とそれぞれ日付が書かれている。
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人たちを引き連れ，ヴォロダリ [A12]，ヴァシリコ [A13]とともに 34），ヴラジミルの城市へ襲来
した 35）。彼らのところには多数の軍兵がおり，城市ヴラジミルを包囲した。そのとき，アンド


















34）ヴォロダリ・ロスチスラヴィチ [A12] はポーランド国境地方のペレムィシェリの公であり，1118 年に
ヤロスラフ [B32] がヴォルィニ地方の城市ヴラジミルから逃げ出したときには，兄弟のヴァシリコ・ロ
スチスラヴィチ [A13] とともに，かれを排除したウラジーミル・モノマフ大公 [D1] の味方をしていた。
その後，上の註 28 に示したようにヤロスラフの支援に回っている。
35）タティーシェフによると，1123 年 5 月 15 日にあたる [Татищев Т. II, 1995: С. 135]。なお，ヤン・
ドゥウゴシュ『歴史』の 1118 年の記事にヤロスラフはポーランドに 4 年間滞在したとあり，かれの失
地回復戦の時期と一致している [Щавелева 2004: С. 149, 301]。
36）タティーシェフによれば，1123 年 5 月 20 日に相当する。
37）城市から出て拝礼するとは，降伏の意志を示す儀礼をあらわしている。
38）コマローヴィチによれば，「父の祈り」(отца своего молитва) とは，キリスト教の文脈で理解す
べきではなく，大地信仰に源流を発する，公一族が保持してきた祖先崇拝に基づいているという
[Комарович 1960: С. 90-92]。
39）この「二人のポーランド人」(два ляха) は記述の流れからみると，ヴラジミル城市防衛側の兵士と解
釈できるが，ヤロスラフはポーランド軍団を率いていたことから，味方の裏切り者と理解する説もある。
[Толочко 2014: С. 15]
40）手槍 (оскѣпъ) とは，ポーランド語 oszczep，チェコ語 oštěp に相当する短い槍のこと。
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41）出典は旧約聖書『箴言』第 16 章 5 節。
42）文体から見て，「どのようにして」からここまでは，ウラジーミル・モノマフ公の言葉の引用と考える
べきだろう。
43）これは，『イパーチイ年代記』6625（1117）年記事（[ イパーチイ年代記 (1)：264 ～ 265 頁 ]）にある，
ウラジーミル・モノマフのヤロスラフ懲罰のためのヴラジミル攻めを引き起こした「ヤロスラフの悪行」
(злобы)（モノマフ『教訓』の言葉）を指しており，「自分の叔父」とはモノマフ公を指している。そ
の場合「若い頃」といっても 6 年前に過ぎない。本来，стрый, строй は父方の伯叔父を指すが，年代
記ではより広い意味でも用いられている。ヤロスラフ [B32] にとってモノマフ [D1] は祖父の弟の子供，
すなわち「従伯叔父（いとこおじ）」だが，やはり стрый と呼ばれおり，同様の用法は 1117 年の記事
の中にも見える。
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のマリアのこと。生年が 1111 年だから，結婚のときは 14 歳だったことになる。





52）これは 1124 年 6 月 23 日に相当する。キエフの大火については，『ラヴレンチイ年代記』にも並行記
事があり，「二日にわたり」「教会だけでも 600 近くが焼け落ちた」とより詳細に記されている [ スズダ
リ年代記訳注 [I]：21 頁 ]。




えた）」[ スズダリ年代記訳注 [I]：21 頁 ] となっており，ポドリエ地区にも延焼したとされている。
54）「ユダヤ人たち」(жидове) については，『ラヴレンチイ年代記』の記事にはない。『イパーチイ年代記』
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57）スヴャトポルク [B3] の三番目の妻で，1104 年に結婚したバルバラのこと。コムネノス王朝のビザン
ティン皇帝アレクシオス一世（在位 1081 年～ 1118 年）の娘。当時は未亡人だった。
58）スヴャトポルクの公妃が逝去した日付はこれまでの記事が採用していた「3 月暦（3 月 1 日から新年
が始まる）」で計算すれば，創世紀元 6633 年は 1126 年の 2 月 28 日となるが，Бережков の研究によ
れば，イパーチイ年代記では，本記事である 6633 年から 6640 年までの記事は「超 3 月式」の暦法で
記されているという [Бережков 1963: С. 130]。「超 3 月式」で記された創世紀元を西暦になおすには，
1 月，2 月の場合は 5508 年を差し引くことになるので，記事のバルバラの没年 6633 年は，西暦 1125
年になり，かの女は，1125 年 2 月 28 日に逝去したことになる。[ スーズダリ年代記訳注 [I]：22 頁（註
51）]。
59）『ラヴレンチイ年代記』の死亡記事では，モノマフへの讃詞がはるかに長く語られている。
60）「超３月式」の暦法によれば，創世紀元 6634 年 5 月 19 日は，1125 年 5 月 19 日に相当する。なお，『ラ
ヴレンチイ年代記』の並行記事では，モノマフ公の死去は 6633 年の記事に記されているが，これは『ラ
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　この年，ウラジーミル [D1]の公妃 72）が逝去した。7月11日 73）だった。
　同じ年，大地が揺れた。8月2日だった 74）。
68）ヤロポルク軍の数が少なかったことについては『ラヴレンチイ年代記』の並行記事にはない。「神助に




が追加したと思われるが，この天使の助力へのこだわりは，同年代記の 1110 年追加部分，1111 年サル
ニツァの戦いの描写とそれに続く長い天使論と共通している。この部分にも「追加記事編者」の手が入
っていると考えてよいのではないか。
70）この 6635 年の出来事は，『イパーチイ年代記』の暦法によれば，1126 年の出来事ということになる。
71）府主教ニキータはギリシア人で 1122 年にキエフに着任し，没年は 1126 年 5 月 19 日（一説では 3 月
9 日）とされている。
72）この時期に「ウラジーミル」の名を持つ公はウラジーミル・モノマフ [D1] 以外にはなく，『ニコン年
代記』には「モノマフの」(Манамака) の語が書き加えられている。その妃 (княгиги) とは，1070 年
代半ばに結婚したアングロ・サクソン王ハロルド二世の娘ギダが 1107 年に亡くなったあとに，モノマ
フが 50 代後半になってから娶った女性と考えられる。タティーシチェフはこれを「アンナ」(Анна) と
いう名としているがその典拠は不明 [Татищев Т. II, 1995: С. 137]。
73）なお，『ラヴレンチイ年代記』6634 年の並行記事には，逝去した日付が「6 月 11 日」とある。『イパ
ーチイ年代記』の諸写本はすべて「7 月 11 日」となっており，どちらが正しいかは定めがたい。
74）地震については，『ラヴレンチイ年代記』の 6634 年に並行記事があり，「8 月 1 日の夜の第 8 時」
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75）タティーシチェフによれば，当時フセヴォロド [C41] はトムタラカンの公で，1127 年にそこから叔






77）この「ヴィリ」(Вырь) はセイム川 (Сейм) の支流のこと。[Насонов 2002: С. 202][Зайцев 2009: С. 
140]。セイム川流域にあり，ポロヴェツの草原地帯へと続く道中に位置していたと考えられる。




チスラヴィチ [D112:I] をセイム川沿いのクルスク (Курск) に代官として置いていた」という記述から
も見て取れる。
80）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，ポロヴェツ人が引き返した理由として「不安にかられて逃げ
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83）原文は тотъ бо не вдадяше Мьстиславу въстати ратью по Ярославѣ. 『ラヴレンチイ年代記』の
並行記事は「かれはヤロスラフを援助する戦いについて口にすることを誰にも許さず」 (То же не 
дадяшеть на рать по Ярославѣ никому же молвити) と，禁止がやや婉曲的な表現になっている。
84）前年の記事にあるように前府主教ニキータは 1126 年に逝去しており（本稿注 71 参照），1030 年に新
しい府主教ミハイル一世がビザンティンから着任するまでキエフの府主教座は空位だった。






エプル上流に住んでおり，かれらの城市はスモレンスクである」[ ロシア原初年代記 : 10 頁 ] と記され
ている東スラブ族の部族名。ポロツクもその拠点城市のひとつであり，以下の記述にあるように，ここ
では実際にはポロツク公領の諸公のことをこう呼んでいる。これは，1116 年のモノマフ公によるポロ
ツクのグレーブ [L5] 討伐の記事で，モノマフ一族に属する領地を「ドレゴヴィチ人」(дреговичи) と
呼んでいるのと同じ用語法である [ イパーチイ年代記 (1)：260 頁（注 86）]。
　　ルーシの古語では кривичи の語には「曲がっている」「不正である」というニュアンスもあり，ここ
では一種の蔑称として用いられている可能性もある。『イパーチイ年代記』ではさらに，6648(1140）年（本
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88）原文は Всеволод из Городка で（『ラヴレンチイ年代記』並行記事では Всеволодко из Городна）こ
のフセヴォロドコ（もしくはフセヴォロド）公 [F11] はダヴィド・イーゴレヴィチ [F1] の息子にあたり，
『イパーチイ年代記』1116 年の項に，モノマフ公 [D1] が娘のアガフィアをかれに嫁がせたという記事
が見える [ イパーチイ年代記 (1)：注 114 を参照 ]。Городок (Городен) はネマン川河岸に位置する現在
のベラルーシの都市フロドナ (Гродна) のこと。リトアニア・ポーランドとの境界地帯に位置するこの
城市は，イーゴリ・ヤロスラヴィチ [F] の息子フセヴォロド [F2] 以来この家系の「父の地」（相続領地）
となっていた。フセヴォロド [F11] 公は，アガフィアと結婚した 1116~1117 年にはすでにこの城市の
公座に就いていたと思われる。[Назаренко 2009: С. 124, 127]
89）伯叔父のブリャチスラフ [B33] がトゥーロフの公位にあったことから，その周辺付属城市であるクレ
チェスクに居城を構えていたのだろう。[Войтвоич 2006: С. 358]
90）イジャスラヴリ (Изяславль) はミンスク北西約 30km にある現在のザスラヴリ (Заславль) のこと。














93）イワン・ヴォイティシチ (Иван Войтишич) はキエフの貴族で当時はムスチスラフ [D11] に仕える軍
司令官。『イパーチイ年代記』1116 年の記事（[ イパーチイ年代記 (1)：注 101]）を参照。
94）1127 年 8 月 11 日のこと。『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では 8 月 4 日，『ラヂヴィール年代記』
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96）ここでは「父方の伯叔父」が，к строеви своему と単数になっているが，『ラヴレンチイ年代記』の
並行記事では双数になっている。実際には，ヴャチェスラフ [D16] とアンドレイ [D18] の二人を指すの
だろう。
97）原語は зять свой で，これはロシア古語では「娘の夫」と「姉妹の夫」の両方を指すことができるが，
ここでは後者の意味である。以下のイジャスラヴリにある「ムスチスラフの娘の財産」についての記述
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(Нѣклочь)の城市にやって来た 101）。ポロツクの住民は不安にかられ 102）てダヴィド [L4]とその息













104）アレクセーエフによると，ログヴォロド [L1] は，当時ドゥルツク (Друцк) の公であった [Алексеев 
1966: С. 261]。相当な高齢であったはずであり，ポロツクの公座に就けられたのは名目的な措置か，ム
スチスラフの指示によったものだろう。追放されたダヴィド [L4] とブリャチスラフ [L41] は，入れ替
わりにドゥルツクに移動したか。
105）ヴォイトヴィチによれば，1127 年 4 月に没した兄弟のブリャチスラフ [B33][Никоновская 
летопись: С. 154] の跡を継いでトゥーロフ (Туров) の公であったと推定される [Войтвоич 2006: С. 
358]。
106）上注のブリャチスラフ公 [B33] と同様に，かれもキエフで埋葬された可能性が高い [Войтвоич 
2006: С. 358]。『ラヂヴィール年代記』の並行記事は，逝去の日付が 12 月 23 日（1127 年）になって
おり，逝去と埋葬式の日付が離れすぎていることから，ベレシコフは，逝去 23 日，埋葬式 24 日として
いるが [Бережков, 1963: С. 134]，キエフへ遺体を運んだとするならこの時間差は説明が可能である。
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ことが強く推定されること（本稿注 112 参照）。③ 上の注に述べたように，この時点でログヴォロドは
相当に高齢だったこと，などを考えあわせると，やはり現在の定説の確実性が高いと思われる。
108）『ノヴゴロド第一年代記（古輯）』6636〔1128〕年の項に「この年ヴォルホフ川で大水があった。多
くの家屋が流された」(вода бысть велика въ волховЬ, и хоромъ много разъноси)[ ノヴゴロド第一
年代記 [I]：41 頁 ] とある。これは，本文の бысть вода велика потопи люди и жито и хоромъ внесе 
と類似点が多いことから，本記事はキエフのことではなく，ノヴゴロドでの出来事である可能性が高い。
109）ムスチスラフ [D11] の守護聖人である，ティロン（もしくは軍司令官）の聖テオドロス (Св. Феодор 
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ラフ [L6]，スヴャトスラフ [L2]，ヴァシリコ [L11]，イワン [L12]〕とその一族を捕らえるために，家
臣を派遣し，3 隻の船に乗せてコンスタンティノポリスへと流刑に処したとしている。当該の記事と本
稿の注 169 ～ 173 を参照。








ており，また大斎期（1130 年 2 月 10 日～ 3 月 29 日，但し 6638 年なので 3 月 1 日以降の可能性が高い）
と時期が示されている。
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火をかけ，家畜ともに森に逃げ込んだ」とやや詳しく叙述している。[Татищев Т. II, 1995: С. 143]
117）タティーシチェフによれば，「軍司令官たちはリトアニア人を危険とみなさず，警戒せずに進んだ。
リトアニア人は分散して進んでいる軍勢を見ると，森から飛び出て，多くの無警戒な兵たちを撃ち殺し，
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　その年，ピロゴシチャ (Пирогоща)と呼ばれる，石造りの聖なる聖母の教会が定礎された 118）。









イ年代記』の並行記事は 6664〔1155〕年 [ スズダリ年代記訳注 [III]:32 頁 ]）に，アンドレイ敬神公








フ [Лихачев 1985: 270-287] は，美術史家コンダーコフ等の見解 [Кондаков 1998: С. 72] を発展させ
て，1129 年にポロツク諸公をコンスタンティノポリスに追放に処したときに同行したムスチスラフ大
公の家臣が，その地のヴラケルナイ修道院に所蔵されていた型の異なる二枚の聖母イコンをキエフに持
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ルク [D15]はムスチスラフ [D1]の別の息子であるイジャスラフ [D112:I]を迎えにポロツクに使
120）復活祭の週，すなわち光明週間 (Светлая седмица) の金曜日が 4 月 15 日にあたるのは 1132 年であ
り，ムスチスラフはこの年の 4 月 15 日に没したことになる。『ラヴレンチイ年代記』及び『ノヴゴロド
第一年代記』の並行記事はムスチスラフの死について簡潔に書かれており，さらに 6640 年 4 月 14 日
と日付が一日異っている。






















9 － 309 －










イジャスラフ [D112:I] は聖母就寝祭（1132 年 8 月 15 日）にポロツクからペレヤスラヴリに到着し，
ポロツクの公座には弟のスヴャトポルク [D114] を据えた。ところが，ポロツクの住民はこの新しい公
を追放し，「ヴァシルコ」という公を公座に就けた。このポロツクの騒乱を知ったキエフ大公ヤロスラ
フ [D15] は方針を転換し，兄弟たちとの合意の上で，イジャスラフ [D112:I] をポロツク地方にもどし，
ペレヤスラヴリの公座にはヴャチェスラフ [D16] を据える。しかし，イジャスラフ [D112:I] はポロツ
クの公座には戻れず，それ以外の旧領だったミンスク，トゥーロフ，ピンスクに戻った。ヤロスラフ
[D15] は，その代償であろうか，翌年，イジャスラフ [D112:I] にノヴゴロド地方への徴税遠征を許可し
ている。
126）ベレシコフによれば，『イパーチイ年代記』の記事は，6633 年から 6640 年と 6641 年のムスチスラ
フ大公死亡記事は「超三月式」の暦法で記されており，6642 年からは通常の「三月暦」に戻るという。
[Бережков 1963: С. 50]
127）死亡記事が短すぎるため，イジャスラフ・グレーボヴィチ (Изяславъ Глѣбовичь) が誰であるかに
ついては，当時チェルニゴフの地のいずれかの城市（クルスク？）の公だったグレーブ・オリゴヴィチ
[C44] の息子とする説と，ミンスク公であったグレーブ・フセスラヴィチ [L5]（1119 年没）の息子と
する説の二つの可能性がある。ゴラニンは前者の説をとり [Goranin 1995: 24. n. 124]，ヴォイトヴィチ
は両説を記載している [Войтович 2006: С. 288, 402]。




ド市長官職に復帰し，翌 1135 年に没している [СЭ-1: С. 721]。ディオニシイは，おそらくノヴゴロド
の高位聖職者で市長官の命を受けた聖地巡礼から帰国したものだが，これについての記録は他にはない。
129）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事（6642 年）では，主教マルクの死去の日付を 1 月 6 日としている。
これは三月暦では，1135 年の 1 月 6 日になる。『ラヴレンチイ年代記』の 6634〔1126 年〕の記事では，
ペレヤスラヴリの聖ヨハネ修道院の典院だったマルクは，この年，ペレヤスラヴリ公ヤロポルク [D15]
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6643〔1135〕年






















131）1134 年の初めにペレヤスラヴリ公だったヴャチェスラフ [D16] がトゥーロフに退去したため，公座
が空になったペレヤスラヴリを，この年の 3 月頃に再度要求したと考えられる。
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135）『ラヴレンチイ年代記』に書かれている，1132 年末～ 1133 年に行われた，ヤロポルク [D15] の命令
による，イジャスラフ [D112:I] からヴャチェスラフ [D16] へのペレヤスラヴリの公位交替を指してい
る。
136）ヴャチェスラフ [D16] によってペレヤスラヴリを追われたイジャスラフ [D112:I] は，ミンスク，ピ
ンスクの他にヴャチェスラフ [D16] の旧領トゥーロフを得たが，1134 年末～ 1135 年にヴャチェスラフ
[D16] がペレヤスラヴリを去ってトゥーロフに移ったため，玉突きのようにしてトゥーロフを失うこと
になる。
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
フ 145）(Василев)周辺〔の諸城市〕を，ベルゴロドまで攻略しはじめた。ほとんどキエフに近づき，

























[Патрик 2006: С. 15]
149）1136 年 6 月 1 日の午後 4 時前後の時間帯にキエフでは日蝕が起こっており [ 日食・月食・星食情報
データベース ]，若干の日付のズレはあるものの，これを指している可能性が高い。
150）ジダニャ丘 (Жданя гора) は，スーズダリ公領のヴォルガ川支流クブリ (Кубрь) 河畔にあり，現在の
ペレスラヴリ＝ザレスキイ (Переславль-Залесский) から北西約 30km の地点で，スーズダリに通じる
ネルリ (Нерль) 川との連水陸路の途中にあった。後代の年代記によれば，ジダニャ丘での合戦は 1135
年 1 月 26 日に起こっている。
－ 312 －
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153）フセヴォロド [D111] の娘ヴェルフスラヴァの結婚は，1136 年の後半から 1137 年にかけて行われて





154）『ノヴゴロド第一年代記』によると，フセヴォロド [D111] は 1136 年 5 月 28 日に家族とともに幽閉
され，同年 7 月 15 日にノヴゴロドから追放されている。本年代記の年紀のズレについては，やはり，
ノヴゴロド関連記事の編集上の誤りによるものだろう。
155）スヴャトスラフ [C43] は 1136 年 8 月 1 日にノヴゴロドに赴任している。それまでかれは，兄のフセ
ヴォロド [C41] の支配地であるチェルニゴフに身を寄せていた（『ノヴゴロド第一年代記』1136 年の記
事）。
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招請は，1137 年 8 月～ 9 月頃のことと考えられる。同年代記の 6648(1138) 年の並行記事では「プスコ
フの人々はノヴゴロドの人々と協議して，かれ〔フセヴォロド〕を迎えにやって来た。千人長のコスニ
チャンと，プスコフからは〔貴族〕ジリャタが別の従士団を率いて〔来た〕」とある。
158）『ノヴゴロド第一年代記』の 6645(1137) 年の記事には，フセヴォロド [D111] のプスコフ招聘をめぐ
る，ノヴゴロドの支配層のフセヴォロド（プスコフ）派と反フセヴォロド派の確執が詳細に描写されて
いる。その結果，当時のノヴゴロド公スヴャトスラフ [C43] は，弟のグレーブ [C44] をクルスクから呼
び寄せ，ボロヴェツ人も引き入れて，フセヴォロド追放のためにプスコフに攻め込んだが，市民の抵抗
にあって失敗したという。
159）乾酪断ちの週 (масленая неделѣ) とは，сырная неделя とも言い，1138 年は 2 月 7 日～ 13 日が相
当する。フセヴォロドが死んだとする 2 月 11 日は金曜日に相当するので，この記事は曜日か日付のど




161）エフィミアはウラジーミル・モノマフ公 [D1] の娘で，1112 年にハンガリー王のカールマン一世に嫁
いだが，1116 年頃に不貞を理由に離婚されて，ルーシに戻っていた。彼女は故郷で息子ボリスを出産し，
かれは後にハンガリー国王の継承を求めて活躍することになる。[Бойтович 2006: С. 459]。『ラヴレン
チイ年代記』の並行記事によれば，キエフ郊外のベレストヴォ (Берестово) の救世主 (Спас) 教会に埋
葬された。
162）1138 年の復活大祭は 4 月 3 日の日曜日であり，翌 4 月 4 日は大祭の週（光明週間）月曜日にあたる
ことから，エフィミアが死亡した年は明らかに 1138 年である。
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166）1139 年 2 月 18 日と推定できる。
167）1139 年の肉断ち週 (мясопустная) は 2 月 20 日～ 26 日であり，24 日は金曜日に相当する。これも，
曜日か日付のどちらかが誤記と思われ，後者の可能性が高い。その場合，ヴャチェスラフのキエフ入城は，
1139 年 2 月 22 日の水曜日ということになる。
－ 316 －
富山大学人文学部紀要
7 － 317 －




























ヴァシリコ [L11] とイワン [L12] である。本稿の注 112 も参照。
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
うにして，ルーシの地を異教徒どもから免れさせたのである 172）。
　そして，戦闘から解放されたムスチスラフ [D11]は，先に述べたように，クリヴィチの諸
公 173）を〔連行する〕ために，〔すなわち〕，ダヴィド [L4]，ロスチスラフ [L6]，スヴャトスラフ [L2]，


















いることからみて，1128 ～ 1130 年頃にポロツク諸公の側に何か「謀反」とされる事件が起こったこと






176）1117 年に，キエフ大公ウラジーミル・モノマフ [D1] が，ヴラジミルの公だったヤロスラフ [B32] を
包囲して降伏させたのちに，「自分が呼び寄せたときにはすぐに来る」ように命じている（[ イパーチイ
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177）フセヴォロド [C41] の従兄弟にあたり，当時は年少公としてラディミチ人の地でソジ川 (Сожь) 沿岸
のゴミイ (Гомий)（現在のホメリ）に座していたか [Войтович 2006: С. 376-378]。
178）文脈からみて，フセヴォロド [C41] の指示により，イジャスラフ [C35] はポロヴェツ人部隊とともに，
イジャスラフ [D112:I] を討伐する遠征のために，ヴラジミルへ向けて進軍をしたのだろう。
179）当時ガーリチ公で，ヴァシリコ [A13] の息子としてはイーゴリ (Игорь) の名でタティーシチェフの
史料に記されている人物と同じであり，イワン (Иван) は洗礼名と考えられる。同史料では，かれはフ
セヴォロド [C41] 公の娘と結婚しており，フセヴォロドの命令で，ヴャチェスラフとイジャスラフの
討伐に参加したのも，姻戚関係によるものだろう [Войтович 2006: С. 338]。本年代記 6649(1141) 年
にかれが死亡して，その所領をウラジミルコ [A121] が継いだ旨が記されている。なお，ヴァシリコ
[A13] の息子イーゴリ＝イワンについては，[ リューリク王朝系図索引 ] にはないことから [A131] の番
号を付して補った。
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これと戦った。神はアンドレイ [D18]の子たち 189）のスヴャトスラフ [C43]討伐を助け，かれら






186）『ラヴレンチイ年代記』（本稿注 182 参照）にあるように，スヴャトスラフ [C43] はそれまでクルス
クの公だったことから，キエフに近く，都市としての格も高いペレヤスラヴリを求めて，公座の交換を
迫ったのである。
187）アンドレイの父ウラジーミル・モノマフ [D1] が，1094 ～ 1113 年にペレヤスラヴリで公支配を行っ
ていたことを指している。その後かれはキエフ大公位に就いた。
188）この段落のスヴャトポルク邪悪公 [07] の故事と教訓については，『原初年代記』の 1015 年の末尾と
1019 年の項に同様の記述が見える。
189）原文は Андрѣевичемъ（『ラヴレンチイ年代記』並行記事も同じ）。アンドレイ [D18] にはウラジー





城市〔ペレヤスラヴリ〕から火が出た。9 月 1 日のことだったが，軍勢によるものではなかった」として，
神罰の解釈は下していない。なお，これは 1139 年 9 月 1 日のことである。
－ 320 －
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　その年，ノヴゴロド人はユーリイ [D17]の子ロスチスラフ [D171]を追放した 194）。そして，フ
セヴォロド [C41]に請願して，弟のスヴャトスラフ [C43]をノヴゴロド〔の公として〕求めた。
192）「神がすべてを見そなわす」(Бог за всимъ) とは，違反に対しては神が懲罰を下すという意味の，誓
約で用いられる「懲罰条項」(sanctio) の定型句。本稿注 285 参照。
193）確認できないが，「ダヴィド（C3）のふたりの息子」という意味か？
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196）イワン・ヴォイティシチ (Иван Войтишич) は，キエフの在地貴族・軍司令官でウラジーミル・モノ
マフ [D1]，ムスチスラフ [D11] 等に仕え，当時はキエフ公フセヴォロド [C41] によって派遣されてい
る。『イパーチイ年代記』1116 年の記事（[ イパーチイ年代記 (1)：注 101]）及び 1128 年の記事（本稿
注 91）を参照。なお，これについては，『ノヴゴロド第一年代記』の 1141 年の項に「キエフのフセヴ





して公フセヴォロド [C41] に仕え，息子のスヴャトスラフ [C411:G] の後見人的な存在であったことが
わかる。
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[D112:J]，スヴャトポルク [D114]，ロスチスラフ [D116:J]，ウラジーミル [D115] がいるが，その後の
事態の進展から見て，第一候補のスヴャトポルク [D114] とウラジーミル [D115] の二人を指していると
考えられる。なお，『ラヴレンチイ年代記』の並行記事も同様の発言がある。
205）原文では「妻の兄弟たち」(шюринъ) は双数形になっており二人であることがわかる。これに続く
年代記記事を総合すると，やはり，スヴャトポルク [D114] とウラジーミル [D115] を指していることは
疑いない。スヴャトポルクは兄のフセヴォロド [D111] と行動を共にして，当時はプスコフの公座に就
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
　その年，全土のポロヴェツ人とポロヴェツの諸公が，和議のためにやって来た。フセヴォロ
















209）ペレヤスラヴリから北東約 50km に位置する城市。キエフからも東に 130km 程度で近い。
210）ポロヴェツとの講和の記事は『ラヴレンチイ年代記』6647(1139) 年の項にほぼ同じ記述があり，そ
れから見て，これは 1139 年夏～秋の出来事と考えられる。









214）『ノヴゴロド第一年代記』によると，ロスチスラフがノヴゴロドの公座に就いたのは，1141 年 11 月
26 日である。
215）原文は Городець Въстрьскый で，デスナ川の左岸支流オステル川河口の城市。キエフから北東約
60km と近く，チェルニゴフ領とペレヤスラヴリ領境界のペレヤスラヴリ側に当たる地にあった。ペレ
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217）1142 年 1 月 22 日に相当する。
218）ペレヤスラヴリの首座教会。
219）『ラヴレンチイ年代記』の 6649(1141) 年の項に並行記事があるが，掠奪を行ったのは「オレーグの子」
(Олговичь) となっている。これは，アンドレイ [D18] の死によりペレヤスラヴリ地方にモノマフ一族
の力が及ばなくなったため，この地方のそれまでユーリイの利権が及んでいた城市や村を掠奪したもの
だろう。
220）1139 年 3 月にフセヴォロド [C41] がキエフ公位に就いた直後に，弟のイーゴリ [C42] はかれにチェ
ルニゴフを領地として求め断られている。アンドレイが没した領地再編期に再度，実力によるチェルニ
ゴフ領有を図ったものであろう。
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225）『ノヴゴロド第一年代記』によると，スヴャトポルク [D114] がノヴゴロドに到着したのは，1142 年
の 4 月 19 日である。
226）『ノヴゴロド第一年代記』では，ノヴゴロド人から見たこの公座交替の理由として「ユーリイ [D17]
は自分の息子をノヴゴロドへ遣わすことによって背反した」(воротивъся Юргью, яко пустилъ сынъ 
свои Новугороду) からとなっている。つまり，1141 年夏～秋にキエフ公フセヴォロド [C41] は息子ス
ヴャトスラフ [C411:G] をノヴゴロドの公座に就けようとして代表団と交渉したが最終的に決裂，その
間にユーリイ [D17] は穀物禁輸などの手段でノヴゴロドに圧力をかけ，同年 11 月 26 日に自分の息子
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
も分け与えなかったからである。フセヴォロド [C41]は兄弟たちを自分のところに呼び寄せ
た。スヴャトスラフ [C43]，ウラジーミル [C34]，イジャスラフ [C35]はやって来て，オリジチ






















229）オリジチエ (Ольжичие) は『原初年代記』6455(947) 年の項に「オリガの村」として記されていおり，
ドニエプル川とデスナ (Десна) 川の合流地点近くにあり，キエフの丘から北東に 9km ほどの対岸に位
置している。
230）オリジチエから 1km ほど南にある村。
231）「昼食に招待」(звать на обѣд) の表現は，復活祭の祝宴に招待する場合に用いられることが多い。こ
れもその意味であれば，1142 年 4 月 19 日の出来事ということになる。
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リ [C42]にはゴロデチ，ギュルコフ (Гюрковъ)，ロガチェフを与え，スヴャトスラフ [C43]には
235）ロスチスラフ [D116:J] は 1127 年よりスモレンスクの公座に就いていた。
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ヴリとトゥーロフの公座就位については「1 月 1 日〔1143 年〕のことであった」と補足の文言がある。




期については，1141 年か 1142 年かは定めがたい。本稿注 211 を参照。
242）チェルンスク（『ラヴレンチイ年代記』では Чьрньск，ポーランド語で Czernieck (Czernieczk, 
Czerniczsk)）は現在のワルシャワから約 40km 南方に位置するマゾフシェ地方ヴィスワ川沿岸の古い
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244）この記事によって，6648(1140) 年の項にある帝都から帰還した「公の 2 人の息子たち」のひとりヴ
ァシリコ [L11] は，父（ログヴォロド [L1]）の旧領であったポロツクの座に就いていたことがわかる。
245）「ポーランド人」(ляховѣ) とは，フセヴォロド [C41] の婿にあたるボレスワフ長身公（前年にフセヴ
ォロドの娘と結婚）とその父大公ヴワディスワフ二世がキエフに招かれたと考えられる [Goranin 1995: 
S. 38, n. 251]。「神を恐れぬ」(безбожни) の強い調子の形容語は，この記事の編者の評価のあらわれだ
ろう。
246）当時，新郎のスヴャトスラフ [C411:G] はヴラジミルの支配公だったが，結婚式は父親フセヴォロド




247）ペレヤスラヴリのこと。イジャスラフ [D112:I] は 1142 年春ころからヴラジミルの公座に就いてい
たが，1143 年 1 月 1 日の講和によってペレヤスラヴリの公座に移っている。
248）キエフ公フセヴォロド [C41] と姻戚関係にあったイジャスラフ [D112:I] は，フセヴォロドと叔父の
ユーリイ [D17] との和議を仲介するために，スーズダリに赴いたが，ユーリイに拒否されたために，か
えってイジャスラフとユーリイの間の不和が広がり，これがその後の両者の敵対とルーシの混乱の発端
になったという。[Карамзин 1991: С. 121]
249）『ノヴゴロド第一年代記』によればノヴゴロド公スヴャトポルク [D114] は 1143 年に「ノヴゴロド
で結婚し，モラヴィアのロジェストフとクレシェニの間から妻を連れてきた」とある。これは，モラ
ヴィア地方中部のオロモウツの (Olomouc) の支配公であったオタ二世 (Ota II. Olomoucký)〈黒公〉
（在位 1113 ～ 1126）の公女（エウフェミエ (Eufemie) もしくはその逸名の妹）との結婚を指してい
る。ロシアの風習では結婚式は通常収穫が終わった晩秋から冬にかけて行われることから，イジャス
ラフ [D112:I] のノヴゴロド訪問はこの時と一致しており，ノヴゴロド訪問は仲の良い兄弟（1137 年の
プスコフ行きなどで共に行動している）の結婚式に出席するのが目的としてよいだろう。（[Карамзин 
1991: С. 121] も参照）
－ 330 －
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[C41]は二人の兄弟，イーゴリ [C42]とスヴャトスラフ [C43]，さらにウラジーミル 255）・ダヴィ





251）Котельница とも表記し，キエフから約 120km 南西に位置するキエフ領内の城市。
252）1144 年の復活祭 (Великъ день) は 3 月 26 日に相当する。
253）「聖使徒教会」(церквь Святых Апостол) とは，6 月 30 日を祝祭日とする「12 使徒の集会」
(Собор 12 апостолов) の祭日に献じられた教会のこと。
254）フセヴォロド [C41] の息子スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411: G] は，1143 年 1 月 1 日の
和議によってヴラジミル・ヴォルィンスキイの公座に就いていた。
255）当時は，ヴォシチジ (Въщижь) 及びオルミナ (Ормина) の公。
－ 330 －
富山大学人文学部紀要
1 － 331 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
ドヴィチ [C34]，ヴャチェスラフ 256）・ウラジーミロヴィチ [D16]，ムスチスラフ [D11]の二人の
息子イジャスラフ 257）[D112:I]とロスチスラフ 258）[D116:J]，スヴャトスラフ 259）・フセヴォロドヴィ







　フセヴォロド [C41]は 263）城市 264）のこちら側に陣取り，ウラジミルコ [A121]はあちらの側に









260）当時，ボリス [F111] とグレーブ [F112] の両公は，兄弟でグロドノの支配公だった。
261）ロスチスラフは当時ミンスク公だったと想定される。1119 年にウラジーミル・モノマフ [D1] の手で
キエフに連行され謀殺されたミンスク公グレーブ [L5] の息子。ただし，ここでは直前に書かれている
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267）イパーチイ写本は цѣлъ еси （そなたは無傷である）となっているが，ここはフレーブニコフ写本の
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　その年の冬 276），フセヴォロド [C41]は，ウラジーミル [D]の孫娘であるフセヴォロドコ [F11]
の二人の娘 277）を嫁がせた。ひとりはウラジーミル・ダヴィドヴィチ 278）[C34]に，ふたり目はユー
リイ (Дюрдь)・ヤロスラヴィチ 279）[B321]に嫁がせた。二人とも同じ週に〔婚礼をあげた〕。
　その年の夏，カーネフ (Канѣвъ)の聖ゲオルギイ (святой Георгий)教会がフセヴォロド公 [C41]
271）ウラジミルコ [A121] の兄弟ロスチスラフ [A122] の息子のこと。通称イワン・ベルラドニク
(Берладник)。
272）以下に続く記述から換算するとガーリチ包囲は 1145 年 1 月 28 日頃である。
273）1145 年 2 月 18 日に相当する。
274）これは「ドナウ川の河口の方向へ」と解釈でき，実際はドネストル川沿いに東進し，途中で北に向け
て平原地帯を通過してキエフにたどり着いたのだろう。
275）1145 年 2 月 25 日に相当する。
276）1144/1145 年の冬季の出来事と考えることができる。
277）1141 年に死去したフセヴォロドコ [F11] の所領地グロドノは，それ以降キエフ公であったフセヴォ
ロド [C41] の管理下に置かれていたと考えられ，フセヴォロド [C41] がフセヴォロドコ [F11] の遺児で
ある二人の娘の結婚の世話をしたということだろう。また，この二人が「ウラジーミルの孫」であるとは，
フセヴォロドコ [F11] が 1116 年にウラジーミル・モノマフ [D1] の娘アガーフィア (Агафия) と結婚し
ており，女系からみてモノマフの孫にあたることを指している。[ イパーチイ年代記 (1): 263 頁注 114]
も参照。
278）ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] は，1140 年に伯父フセヴォロド [C41] のキエフ大公位就位に
直接加勢しており，その功労によりチェルニゴフ及びその付属都市の公位に就いていた。
279）ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] の父ヤロスラフ [B32] は 1123 年にヴラジミルでの戦闘で殺害さ
れている。その遺児ユーリイ (Дюрдь) の所在や活動についての記録は年代記にはなく，突然ここで結
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
によって定礎された。6月9日のことであった 280）。
　6653〔1145〕年
















280）カーネフ (Канев) はキエフ南東約 90km のドニエプル川右岸のキエフ公領とステップの境界地帯に
建てられた城市で，年代記では本記事がはじめての言及である。同年の『ラヴレンチイ年代記』の並行
記事では，「ゲオルギオス」教会との言及はなく，『ラヂヴィール年代記』では「石造りの」(каменая)
の語が補われ，定礎の日付は「7 月 9 日」になっている。なお，この出来事は直前の記事と時系列が逆
であるが，1144 年の出来事と取るべきであろう。
281）すぐ下でイジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] に言及されるが，ここは文脈から見て，フセヴ
ォロド [C41] にとって「兄弟」（従兄弟）にあたるイジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] を指している。
282）記述からみて「彗星」の出現についてのものであり，実際，1145 年にハレー彗星が到来していること
から，これを指していることは確実である。ウィキペディア（ロシア語版）などによるとこの年の地球





284）原語は даяти だが，ся を補って даяти ся（服従する，臣従する）と理解した。
－ 334 －
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フ [C43]およびウラジーミル [C34]とともに出発した 287）。一方，イジャスラフ・ムスチスラヴィ










285）ヴワディスワフ（二世，亡命公）(Władysław II Wygnaniec) は，フセヴォロドの娘を妻としていた
息子のボレスワフ（一世，長身公）を，1144 年にキエフに派遣して，弟たちとの領土を巡る闘争への
援軍を要請していた。










から，仮病をつかった可能性も考えられる [Goranin 1995:41. n. 282]。
290）この文言は本来なら на того быти (Бог за) всимъ となるところで，この宣誓の形式は，1140 年の
フセヴォロド [C41] とアンドレイ [D18] との十字架接吻の誓いの記事にも見ることができる。本稿注
187 参照。
291）パシュートによれば，ヴワディスワフが受け取った 4 つの城市は，シェラジ (Sieradz)，ウェジツ
ェ (Łęczycę)，カリジ (Kalisz)，グニェズノ (Gniezno) と推定されている。[Пашут 1968: С. 154]
[Goranin 1995:42. n. 284]。
292）ヴィズナ (Визна: Wizna) は，グロドノから西南 110km ほどのマゾフシェ地方に位置する城市。
－ 336 －
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　その年の夏，ヤース人の篤信のオレーナ (Олена)公妃 298）が，自らの〔夫〕ヤロポルク [D15]公〔の
遺骸を〕棺からアンドレ教会へ移し，ヤンカの隣に埋葬した 299）。
293）このスヴャトスラフ [C51] は，1129 年に父ヤロスラフ [C5] がムーロムで没した後，この年（1145 年）
に没するまでムーロムの地の公位に就いていたと考えられるが，年代記にはその活動についての記録は
ない。
294）ロスチスラフ・ヤロスラフヴィチ [C54] は父が没した 1129 年からリャザンの公位に就いていた。










縛事件に際して遠征に参加したものの，あまり大きな役割は担わなかったという [Літопис руський, 
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
　6654〔1146〕年
　フセヴォロド [C41]は自らの兄弟イーゴリ [C42]とスヴャトスラフ [C43]を糾合した。そして，
〔スヴャトスラフを〕キエフに残して，イーゴリ [C42]とともにガーリチに向かった 300）。ダヴィ
ド [C3]の二人の息子〔ウラジーミル [C34]とイジャスラフ [C35]〕，ウラジーミル 301）[C34]，ヴャ
チェスラフ・ウラジーミロヴィチ [D16]も率いていた。また，ムスチスラフ [D11]の二人の息














[C34] とイジャスラフ [C35] のこと）の一人を，繰り返すことで明示したものだろう。
302）「又従兄弟の息子たち」は原文では сыновчя。二人は，フセヴォロド [C41] にとって，曾祖父ヤロス
ラフ [13] を共通の祖とする又従兄弟（はとこ）ムスチスラフ [D11] の息子たちにあたる。古語では兄弟・
従兄弟・又従兄弟など広い意味での「兄弟」(брат) の子供はすべて сыневец と呼んでいた。この個所では，
この語によって，二人が親族関係においてもフセヴォロドの下位にあり，かれに服従すべきことが強調
されているのだろう。




帯に展開し，ルーシに服属していたポロヴェツの集団を指している [Goranin 1995:43. n. 296]。
305）『ラヴレンチイ年代記』によると，フセヴォロド [C41] によるガーリチへの遠征部隊は，「ボリスの
日」(с Бориша дни)（すなわち，ボリス＝グレーブ移葬の記念日である 5 月 2 日のこと。ベレシコフ
[Бережков 1963: С.60] や『ラヴレンチイ年代記』の邦訳 [ スーズダリ年代記訳注 [II]：23 頁，注 53]
はこれを 7 月 24 日としているが，長途の遠征をこのような短期間に終わらせることは不可能である）
にキエフを出発して，7 月 28 日頃には帰還している。春の雪は珍しかったので，年代記記者はとくに「神
意によるもの」と付記したのだろう。
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308）キエフ大公フセヴォロド [C41] が指揮する遠征軍を「凶暴な軍勢」(от лютыя рати) と呼んでいるの
は奇妙な感じがするが，これは神意による城市防衛の場面で敵について使われる定型句であり，『原初
年代記』988 年の記事の皇女アンナ婚約のエピソードでも使われている。
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314）1146 年 7 月 30 日に当たる。
315）当時はヴラジミル・ヴォルィンスキイの公だった。
316）ここは年代記記者の明らかな誤記で，フセヴォロド大公の婿は「ボレスワフ」(Болеслав) である。
本稿注 211, 241 を参照。
317）この「ミロスラフ」(Мирослав) はフセヴォロドの側近貴族と考えられる。
318）6653(1145) 年記事の冒頭で，イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I]，ウラジーミル [C34]，イ
ジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]〕はそれぞれにイーゴリ [C42] に服従することを誓っており，ここ
ではそのことを指している。
319）1146 年 8 月 1 日に当たる。ただし『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，フセヴォロドの死の日






に注ぐトゥーレツ川 (речка Турец) によっており，「御堂」(божница) はキリスト教聖堂の民衆的呼称
と考えられる。ザクレフスキイの考察 [Закревский 1858: С. 846-851] 以来，これは，当時下町のポド
ール地区に存在した「ボリス＝グレーブ教会」の別称であるというのが定説になっている。このこと
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『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (2) ―『キエフ年代記集成』（1118 ～ 1146 年）
兄弟スヴャトスラフ [C43]を，使者として民会の〔キエフの〕人々のもとに派遣した。キエフ




























ロドに逃亡したとされている [СЭ-1 С. 400]。
325）8 月 6 日の「主の変容祭」(Преображение Господне) の聖体礼儀の儀式で聖体拝領に与ることを指
すと考えられる。大きな祭日において聖体儀礼に臨むことは，キエフ公にとっては重要な儀式だった。
326）「執行官」(мечники) とは，公や貴族の命令によって，裁判や強制取り立てなどの執行にあたる宮廷
の下級役人のこと [СЭ-1 С. 400]。
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327）エフィーミイ (Евфимий) は，1141 年にペレヤスラヴリ主教に叙任され，1155 年に没している。
328）「ザルーブ」(Заруб) はドニエプル川をはさんでペレヤスラヴリの対岸（右岸）にある渡河地点のこと。





330）「ロシ川の民」(поросье, поршане) は，ロシ川 (Рось) 沿岸の住民のことで，この一帯に住む定住遊
牧民を指している。前にある「黒頭巾族」の説明的な言い換えの言葉である可能性もある。
331）「ベルゴロド」(Белгород) はキエフの北方 10km ほどにある付属城市。[ イパーチイ年代記 (1): 注
116] を参照。
332）「ヴァシレフ」(Василев) はキエフの付属城市。本稿注 142 を参照。
333）「わしにとって兄弟であり年長の姉妹の夫」の原文は ми братъ и зять старѣй мене 。イジャスラフ
[D112:I] にとってフセヴォロド [C41] は，諸公の年長序列 (старшинство) において年長の「兄弟」で
あるだけでなく，自分の姉妹（エフロシニャ）の夫であり，実年齢も上であることを指している。本稿
注 216 及び 231 も参照。
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ちの前で屍をさらすか，そうでなければ，祖父と父の公位を手に入れるかのどちらかである」。
こう言うと，〔イジャスラフは〕かれ〔イーゴリ〕を討つべく出発した。

























[ イパーチイ年代記 (1): 262 頁，注 101] を参照。
336）「聖救世主教会」(святой Спас) はチェルニゴフの首座教会で，1034 年頃にムスチスラフ・ウラジー
ミロヴィチ [18] によって定礎された。
337）このチェルニゴフでの十字架接吻は，あとの記述によると 8 月 5 日に行われている。
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スラフ [D112:I]に対抗せよ」と言い始めた。イーゴリ [C42]とその兄弟スヴャトスラフ [C43]は，
天を仰いで言った。「イジャスラフ [D112:I]はわれらに対して，キエフ〔の公位を〕密かに狙
うことはしないと〔誓う〕十字架接吻をなしたのに」。

















(Желяни) に陣を張った」とある。ジェリャニ川はキエフの中心地からは南西に 8km ほど離れており，
記述に異同がある。
345）「オレーグの墓」(Ольгова могила) はキエフの丘の北西に隣接するシチェコヴィツァの丘
(Щековица) にあったと推定されている。『原初年代記』の 6420(912) 年の記事に「オレーグを運んで，
シチェコヴィツァと呼ばれる山にかれを埋葬した，いまに至るまでそこに墓があり，オレグの墓と呼ば
れている」[ ロシア原初年代記 42 頁 ] という記事がある。
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354）ヤロスラフ賢公がその妃（インギゲルダ）（1050 年没）の守護聖人聖イリーナ (Св. Ирина) を祀って，
ソフィア聖堂の近くに建てたとされる修道院のこと。
355）「わしにとって身内である姉妹の子ではないか」(свой ми еси сестричичь) は，スヴャトスラフ
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は〕かれをヴィドブィチの修道院 356）に送り，鎖をかけると，さらにペレヤスラヴリへと送り，
聖ヨハネ修道院 357）の土牢に投じた 358）。











　そして，ダヴィド [C3]の二人の息子〔ウラジーミル [C34]とイジャスラフ [C35]〕はこのスヴャ
トスラフ [C43]の家臣にかくれて密かに企みを始めた。
　スヴャトスラフ [C43]の家臣のコスチャシコ (Кснятко)へ通報があった。ダヴィド [C3]の二人
の息子〔ウラジーミル [C34]とイジャスラフ [C35]〕が，その〔従〕兄弟スヴャトスラフ [C43]
を捕らえようと企んでいるというのである。コスチャシコは自分の公〔スヴャトスラフ [C43]〕
356）大天使ミハイルに献堂された「ミハイル＝ヴィドゥビツキイ修道院」(Михаило-Выдубицкий 
монастырь) のことで，キエフの丘から南東に 5.5km のドニエプル川河岸に現存している。代々モノマ










361）コンスタンチン (Константин) の通俗的な表記。スヴャトスラフ [C43] 配下の貴族で，使者として（も
しくは使者に同行して）チェルニゴフのウラジーミル [C34] のもとに行き，そこに留まったと考えられ
る。
362）「民を保安する」と訳した уставливать людий は，ソロヴィヨフによれば，城市の住民から公とし
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368）ロスチスラフ [C54] は 1145 年末からムーロムの公位に就いていた。
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　ダヴィド [C3]の二人の息子〔ウラジーミル [C34]とイジャスラフ [C35]〕は言った。「われら




370）『原初年代記』6615(1107) 年の記事に「オレーグ [C4] がアエパおよびもう一人のアエパのもとに行き，




371）「ブジスキイ」は「ボシスキイ」(Божский) とも表記され，ブク川 (р. Буг) 上流左岸にある城市。キ
エフ公領とヴォルィニ公領の境界付近の位置している。
372）「メジボジエ」はボシスキイから西 60km ほどに位置する，やはりブク川 (р. Буг) 上流左岸にある城
市。
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イ・ラゾレヴィチ 378）が殺された。かれらは夕方まで戦闘を続け，そこから軍を進めて，メル




378）ドミトル・ジロスラヴィチ (Дмитро Жирославич) とアンドレイ・ラゾレヴィチ (Андрѣй Лазоревич)
はともに，攻城軍として戦っていたキエフの軍司令官。
379）所在地は不明だが，ナソーノフはノヴゴロド・セヴェルスキイからチェルニゴフに向かう街道沿いの，
マロテチカ川 (река Малтечка) 付近にあったと推定している [Насонов 2002: С. 205]。
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